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FBNewsを通して、学生の皆様の研究活動を広めてみませんか？

他業種の方にも研究成果を読んでもらいたい！普段読む機会の少ない学生さんの研究成果を読みたい！
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要　旨

ɹΠϯλʔϕϯγϣφϧϥδΦϩδʔ（*73）
৵ऻੑ͕͍ར͕͋Δͷͷɺෳࡶͳख
ٕʹ͏ؒ࣌ͷಁࢹෳճͷࡱӨ*73
Δऀͷඃ͘ઢྔΛ૿Ճͤ͞ɺਫথ͢ࣄैʹ
ମͷࠞͱ͍ͬͨোΛ発ੜͤ͞ΔڪΕ͕͋Δɻ
ຊͰྩ 3  4 ݄ 1 ͔Βվਖ਼ి์ࣹ
ઢোنࢭଇ͕ࢪ行͞Εɺਫথମͷඃ͘
ઢྔཧޢͷॏཁੑ͕ߴ·͍ͬͯΔɻ
ɹ*73ͰΑ͘༻͍ΒΕΔޢ۩ͷҰͭʹ̭ઢ
͕͋ڸ؟ޢΔɻͦͷ̭ઢޮޢՌʹؔ͢Δ
ઌ行ڀݚͰɺ಄෦ͱ̭ઢڸ؟ޢͱͷܺؒ
͔Βೖࣹ͢Δ̭ઢʹΑΔޮޢՌͷԼ͕ࢦ
ఠ͞ΕɺإʹϑΟοτ͢ΔΑ͏ͳ̭ઢ؟ޢ
Λண༻͢Δ͜ͱͷॏཁੑ͕ड़ΒΕ͍ͯΔڸ
͜ͱ͕ଟ͍ɻ͔͠͠ͳ͕ΒɺͦΕΒͷڀݚͷ
தʹܺؒͷେ͖͞ͱ̭ઢޮޢՌͷؔʹͭ
Ͱɺڀݚͷͳ͍ɻຊͨ͠౼ݕʹࡉৄ͍ͯ
̭ઢڸ؟ޢͱ಄෦Λٖͨ͠ϑΝϯτϜͱ
ͷܺؒͷେ͖͞Λม͑ɺਖ਼໘ฒͼʹࣼΊԼํ
ͷԼ෦ͱڸ؟ޢΒ̭ઢΛরࣹ͠ɺ̭ઢ͔

෦ͱͷ͕ܺؒͨΒ͢์ࣹઢޮޢՌͷ
Լʹ͍ͭͯݕ౼Λ行ͬͨɻͦͷ݁Ռ 2 ᶲͷܺ
Βೖࣹ͢Δ̭͔ɺਖ਼໘Լํʹ͍ۭ͕࣌ͨؒ
ઢʹରͯ͠ޮޢՌ͕ஶ͘͠Լͨ͠ɻޙࠓ
̭ઢڸ؟ޢͷܗঢ়Λվྑ͢Δ͜ͱͰޢ
ޮՌΛ্ͤ͞Δ͜ͱ͕ඞཁͰ͋Δɻ·ͨɺ
ͷબڸ؟ޢΘ̭ͤͨઢ߹ʹܗإਓͷݸ
దͳண༻Λଅ͢͜ͱॏཁͰ͋Δɻ

1 ．背　景

ɹΠϯλʔϕϯγϣφϧϥδΦϩδʔ（*73）
ɺ։ڳ։ෲΛ͏֎Պखज़ͱൺֱͯ͠
৵ऻͰ͋Δར͕͋Δɻ͔͠͠ͳ͕Βɺෳࡶ
ͳखٕʹ͏ؒ࣌ͷಁࢹෳճͷࡱӨ
Δऀͷඃ͘ઢྔΛ૿Ճ͢ࣄैʹ*73ऀױ
ͤ͞োΛ発ੜͤ͞ΔڪΕ͕͋Γɺ࣮ױʹࡍ
ऀͷൽෘো*73ʹै͢ࣄΔऀͷਫথମͷ
͕ࠞใ͞ࠂΕ͍ͯΔ1 ʵ 3 ）ɻͦͷͨΊɺ*$31
2�11ʹ৬ۀඃ͘ʹ͓͚ΔਫথମͷՁ
ઢྔݶΛʮ 5 ฏۉͰ2�N4W�ɺ͔ͭɺ
͍ͣΕͷ 1 ʹ͓͍ͯ5�N4WΛ͑ͳ͍ʯͱ

ˎ1 3ZoUB 4)*N%0 ౦େֶେֶӃҩֶڀݚܥՊ ์ࣹઢֶࠪݕ
ˎ2 4BZB 0)N0 ಉ্
ˎ3 4BUoe ,0N5" ಉ্
ˎ4 ,eJsVLe :".".050 ಉ্ɹɹɹɹɹɹɹɹɹʗ౦େֶେֶӃҩֶڀݚܥՊ ์ࣹઢੜֶ
ˎ5 :oIeJ *N"B" ಉ্ɹɹɹɹɹɹɹɹɹʗ౦େֶࡂՊֶڀݚࡍࠃॴ ࣹ์ࡂઢҩֶ
ˎ6 ,oJDIJ $)*%" ಉ্ɹɹɹɹɹɹɹɹɹʗ ಉ্

Ｘ線防護眼鏡の下部と頬部との隙間がもたらす
放射線業務従事者の水晶体の被ばく防護効果の

低下に関する初期検討
進藤 僚太＊1、大野 紗耶＊2、今田 聡恵＊3、山本 啓介＊4、稲葉 洋平＊5、千田 浩一＊6
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ɻຊͰྩͨ͠ࠂק 3  4 ݄ 1͔Βվਖ਼
ి์ࣹઢোنࢭଇ͕ࢪ行͞Εɺਫথମ
ͷඃ͘ઢྔཧޢͷॏཁੑ͕ߴ·ͬͯ
͍Δɻ*73ͰΑ͘༻͍ΒΕΔޢ۩ͱͯ͠ఱ
Γޢ൘̭ઢ͕ڸ؟ޢදతͰ͋Δɻઌ
行ڀݚͰɺఱΓޢ൘దͳҐஔʹஔ
͞Εͨ߹ʹ*73ҩࢣͷ಄෦ʹೖࣹ͢Δ̭ઢ
ͷେ෦Λःณͨ͜͠ͱ͕ࣔ͞Ε͍ͯΔɻҰํ
ͰɺదͳҐஔʹஔ͞Εͳ͔ͬͨ࣌ʹ์ࣹઢ
ޮޢՌ͕ेʹ発͞شΕͳ͔ͬͨ͜ͱࣔ͞
Ε͓ͯΓɺఱΓޢ൘ͱ̭ઢڸ؟ޢΛซ༻
͢Δ͜ͱ͕קΊΒΕ͍ͯΔ4 ʵ � ）ɻ̭ઢڸ؟ޢ
ʹ͍ͭͯɺϨϯζͷ໘ੵɺԖྔٴͼϨϯ
ζͷܗঢ়ͱ̭ઢޮޢՌͷؔʹ͍ͭͯଟ
͘ͷ͕ڀݚͳ͞Ε͍ͯΔɻ͔͠͠ͳ͕Βɺ̭
ઢڸ؟ޢΛணͨ࣌͠ʹੜ͡Δܺؒͷେ͖
͞ͱ̭ઢޮޢՌͷؔʹ͍ͭͯɺෳͷ
ઌ行ڀݚͰ಄෦ͱ̭ઢڸ؟ޢͱͷ͔ܺؒΒ
ೖࣹ͢Δ̭ઢʹΑΔޮޢՌ͕Լͨ͠Մ
ϑΟοτ͢ΔΑ͏ͳ̭ઢʹإఠ͞Εɺࢦ͕ੑ
ڸ؟ޢΛண༻͢Δ͜ͱͷॏཁੑ͕ड़ΒΕ
͍ͯΔͷͷɺৄࡉͳݕ౼ͳ͞Ε͍ͯͳ
͍ � ʵ11）ɻຊڀݚͰ̭ઢڸ؟ޢͷϑϩϯτ

෦ͱਓͷ಄෦Λٖͨ͠ϑΝϯτϜͷ෦
ʹܺؒΛۭ͚̭ͯઢΛরࣹ͠ɺ͕ܺؒͨΒ
̭͢ઢޮޢՌͷԼʹ͍ͭͯॳظతͳݕ౼
Λ行ͬͨɻ

2 ．方　法

2-1．Ｘ線防護眼鏡
ɹࠓճͷݕ౼Ͱ*73Ͱ༻͍ΒΕ͍ͯΔҰൠత
ͳ̭ઢڸ؟ޢͱڲਖ਼ڸ؟ͷ্ʹண༻Ͱ͖Δ
̭ઢڸ؟ޢΛ༻͍ͨɻҰൠతͳ̭ઢ؟ޢ
�ͱͯ͠503": 1"N03"." 4)*&-% )Fڸ
2��8 （౦ϨɾϝσΟΧϧ）Λ༻͍ͨ（Fig. 1のＡ）ɻ
503": 1"N03"." 4)*&-% )F�2��8（Ҏ
ԼϨΪϡϥʔλΠϓ）Ϩϯζؚ͕ԖΞΫϦϧ
ϨϯζͰ�.��ᶱԖྔͰ͋ΔͨΊɺॏྔ͕
52HͱܰྔͰ͋ΔɻͦͷͨΊɺٴʹؒ࣌Ϳ
*73खٕͰண༻ऀͷෛ୲Λܰ͢ݮΔ͜ͱ͕Ͱ
͖Δɻ·ͨɺϑϨʔϜඓͯΛௐઅՄʹ͠ɺ
ϑΟοτײͱ̭ઢޮޢՌͷ্Λਤ͍ͬͯΔɻ
·ͨɺຊڀݚͰ༻͍ͨ$5༻શϑΝϯτϜ 
1B6�6�（ژՊֶ）ͷ಄෦ʹணͨ͠ࡍʹ

Fig. 1　�左の写真（Ａ）はレギュラータイプのＸ線防護眼鏡（TORAY PANORAMA SHIELD HF-200W）、
右の写真（Ｂ）はオーバーグラスタイプのＸ線防護眼鏡（TORAY PANORAMA SHIELD HF-
480S）を示している。

FBNews No.564 （'23.12.1発行）

3



部とＸ線防護眼鏡との隙間の大きさを測定した
ところ、フロント部分とサイド部分でそれぞれ
最大0.7、1.5㎝であった。オーバーグラスタイプ
のＸ線防護眼鏡としてTORAY PANORAMA 
SHIELD HF-480S（東レ・メディカル）を用いた

（Fig. 1のＢ）。TORAY PANORAMA SHIELD 
HF-480S（以下オーバーグラスタイプ）はレン
ズが0.07㎜ 鉛当量で、レギュラータイプと同
様にフレームや鼻当てが調節可能である。ま
た、矯正眼鏡の上に着用するためにフレーム
やレンズがレギュラータイプと比較して大き
く設計されている。それに伴い、重量が64g
とレギュラータイプと比較して10g重くなっ
ている。また、隙間の大きさを測定したところ、
フロント部分とサイド部分でそれぞれ最大0.7、
2 ㎝であった。

2-2．測定方法
　事前にRaySafe Thinx RAD（Unforce Ray-
safe）を用いて、Ｘ線装置 DHF-155H Ⅱ（日立
製作所）のＸ線出力の再現性の確認を行った。
RaySafe Thinx RADは、線量、線量率、管

電圧、半価層といったパラメータを同時かつ
簡易的に測定することができる多機能Ｘ線測
定器である。測定の結果、変動係数は0.41%
であった。また、測定で得られた半価層から
本研究で使用した管電圧65kVにおける実効エ
ネルギーを求めたところ、約31keVであった。
　CT用全身ファントムの頭部を撮影台上に設
置し、Ｘ線防護眼鏡の表面並びに裏面及び
ファントムの左眼窩中心の合計 3 箇所にエネ
ルギー補償用の錫フィルタ付きの蛍光ガラス
線量計GD-352M（千代田テクノル）を貼り付
けた（Fig. 2）。先行研究ではGD-352Mの感度
には角度依存性があり、素子の長軸に対して
60°の角度で入射する放射線に対して感度が約
35%低下すると言われている12）。しかしながら、
本研究ではＸ線防護眼鏡の防護効果を後述の
遮蔽率（Shielding rate）という相対的な値で
評価したため、角度依存性の影響は小さいと
考えられる。
　本研究ではIVR医師に着目し、正面入射と
斜方入射の 2 方向の照射を行った。Fig. 3に斜
方入射の配置図を示す。斜方入射ではファン

Fig. 3　�斜方入射時のＸ線の照射方向を示した図。
ファントムを撮影台上に45°回転させて設
置し、Ｘ線をファントムの左眼に向けて下
方60°の角度から照射した。

Fig. 2　�蛍光ガラス線量計（GD-352M）及びポリウ
レタン製スポンジの配置図（隙間1㎝�）。Ｘ
線防護眼鏡の下部と頬部の隙間を0.7㎝�か
ら1、2㎝�と大きくした。
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τϜΛ45 ճ˃సͤͨ͞ঢ়ଶͰઃஔͨ͠ɻ*73ҩ
ཚઢɺ*73ࢄҼͱͳΔݪͷਫথମඃ͘ͷࢣ
ҩࢣͷࣼࠨΊલํʹ͋Δऀױͷরࣹ෦Ґͱ̭
ઢՄಈߜΓ͔Β発ੜ͢Δ13）ɻ·ͨɺ*73ҩࢣ
ϞχλΛݟͳ͕ΒखٕΛ行͏ɻͦͷͨΊɺࢄ
ཚઢ*73ҩࢣͷ؟ʹରͯ͠ओʹࣼࠨΊԼํ
ݚΒΕΔɻΑͬͯɺຊ͑ߟΒೖࣹ͢Δͱ͔
ͳ͕ΒݟϞχλΛ͕ࢣͷࣼํೖࣹ*73ҩڀ
खٕΛ行ͳ͍ͬͯΔঢ়گΛఆͯ͠行ͬͨɻ
Ұํɺਖ਼໘ೖࣹϑΝϯτϜΛ̭ઢՄಈߜΓ
ͱର͢ΔΑ͏ʹઃஔ͠ɺ*73ҩࢄ͕ࢣཚઢ
発ੜݯ（ऀױͱ̭ઢՄಈߜΓ）ͷํΛ͍ͯ
͍Δঢ়گΛఆͨ͠ɻखٕதʹ*73ҩࢣͷ಄
෦͕ࢄཚઢ発ੜݯͷํΛ͘͜ͱ΄ͱΜͲ
ͳ͍ͷͷɺऀױͷ༷ࢠΛ֬ೝ͢ΔతͰ
͘Մੑ͕͑ߟΒΕΔͨΊɺࣼํೖࣹͱซͤ
ͯ行ͬͨɻϑΝϯτϜͷ؟ࠨᜰத৺ʹ͚ͯ
6� ͷ˃֯Ͱ 1 ؒͷরࣹΛ 4 ճ行ͬͨɻ̭ઢ
͔ΒϑΝϯτϜͷ؟ࠨᜰத৺·Ͱͷڑ（ઢ
）��ᶲͰɺిྲྀɺిѹɺڑද໘ؒݯ
রࣹͦΕͧΕ 1 N"ɺ65L7ɺ2�.5ʷ2�.5ὔ
Ͱ͋ͬͨɻຊڀݚ̭ઢڸ؟ޢͱϑΝϯτ
Ϝͷ෦ͱͷ͕ܺؒͨΒ̭͢ઢޮޢՌͷ
ԼΛௐࠪ͢Δ͜ͱΛతͱ͍ͯ͠Δɻͦͷͨ
ΊɺϑΝϯτϜʹ̭ઢڸ؟ޢΛணͯ͠র
ɺϙϦϨλϯͷεϙϯδΛઃஔ͠ޙࣹͨ͠
̭ͯઢڸ؟ޢͷϑϩϯτ෦ͷܺؒ（�.�ᶲ）
Λ 1 ฒͼʹ 2 ᶲͱͨ͠（Fig. 2）ɻͦͯ͠ಉ༷
ͷ݅Ͱ 2 ͷরࣹΛ行ͬͨɻํ

2-3．分析方法
ɹຊڀݚͰ̭ઢڸ؟ޢͷޮޢՌΛࣜ 1
ʵɹ Ͱ͞ࢉܭΕΔःณͱ͍͏૬ରతͳ
ͰධՁͨ͠ɻ) � ̭ઢڸ؟ޢͷද໘ʹష
Γ͚ͨઢྔܭͷଌఆͰɺ)̭ઢ؟ޢ
ᜰத৺ʹష؟ࠨͷཪ໘·ͨϑΝϯτϜͷڸ

Γ͚ͨઢྔܭͷଌఆͰ͋Δɻ͢ͳΘͪɺ
̭ઢڸ؟ޢͷޮޢՌΛ̭ઢڸ؟ޢͷཪ
໘ฒͼʹϑΝϯτϜͷ؟ࠨද໘ͷೋͭͷҐஔ
ʹ͓͚ΔःณͰධՁͨ͠ɻরࣹ࣮ݧͰಘΒ
ΕͨःณΛଌఆҐஔɺ̭ઢڸ؟ޢͷछྨɺ
ܺؒͷେ͖͞ɺরࣹํʹΑͬͯྨ͠ɺ+.1 
1So 16. 2. �（4"4 *OsUJUVUeࣾ）Λ༻͍ͯ౷ܭ
ղੳΛ行ͬͨɻॳΊʹ̭ઢڸ؟ޢͷཪ໘ʹ
͓͚ΔःณͱϑΝϯτϜͷ؟ࠨද໘ʹ͓͚
Δःณʹରͯ͠౷ܭతԾઆݕఆΛ行͍ɺଌ
ఆҐஔʹΑΔःณͷൺֱΛͨ͠ɻݕఆख๏
ͱͯ͠ɺ֤܈ͷαϯϓϧαΠζ͕ 4 ͱগͳ
͍͜ͱ͔ΒɺϊϯύϥϝτϦοΫ๏ͷҰͭͰ
ਖ਼֬ͳ̿ΛٻΊΒΕΔਖ਼֬8JMDoYoOݕఆ
Λબͨ͠ɻͦͷޙɺϊϯύϥϝτϦοΫͳ
ଟॏൺֱݕఆͷҰͭͰ͋Δ4Uee MݕఆΛܺؒ
͕�.�ᶲͷ࣌ͷःณΛίϯτϩʔϧ܈ͱ͠
ͯ行͍ɺܺؒͷେ͖͞ʹΑΔःณͷൺֱΛ
ͨ͠ɻͦΕͧΕͷݕఆͰ̿ ͕�.�5ະຬͰ
͋ͬͨ߹ʹ౷ܭతʹ༗ҙͳ͕ࠩ͋Δͱஅ
ͨ͠ɻ

3 ．結　果

3-1．二つの測定位置における遮蔽率の比較
ɹ֤݅Ͱরࣹͨ࣌͠ͷःณΛTable 1ʹ
ࣔ͢ɻϨΪϡϥʔλΠϓͰ̭ઢڸ؟ޢͷ
ཪ໘ʹ͓͚Δःณͷฏۉ͕ϑΝϯτϜͷ
ͱൺֱͯ͠ۉද໘ʹ͓͚Δःณͷฏ؟ࠨ
తʹ༗ҙͳ͕ࠩ͋ͬͨɻΦʔܭͳΓɺ౷͘ߴ
όʔάϥελΠϓʹ͍̭ͭͯઢڸ؟ޢͷ
ཪ໘ʹ͓͚Δःณͷฏۉ͕ϑΝϯτϜͷ
ͱൺֱͯ͠ۉද໘ʹ͓͚Δःณͷฏ؟ࠨ
తʹ༗ҙͳ͕ࠩ͋ͬͨɻܭͳΓɺ౷͘ߴ

) ɹ) �
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3-2．�隙間の大きさによる遮蔽率の比較（正
面入射）

　正面入射時の隙間の大きさによる遮蔽率の
違いをＸ線防護眼鏡の種類別にFig. 4とFig. 5
に示す。本研究では各群のサンプルサイズが
4 と小さいために、箱ひげ図にある遮蔽率の
最大値、最小値、中央値、四分位数といった
指標に重なる部分が見られた。そのため、図
中の各指標を矢印で示した。
　レギュラータイプに対してＸ線を正面入射
させた時、Ｘ線防護眼鏡の裏面における遮蔽

率の中央値は隙間0.7、1、2㎝の順に0.77、0.74、
0.77となり、統計的に有意な差があるとは言
えなかった（Fig. 4 のＡ）。ファントムの左
眼表面における遮蔽率については、中央値は
順に0.68、0.67、−0.54となった。統計的に有
意な差があるとは言えなかったものの、 2
㎝の隙間が空いた時に遮蔽率が大幅に低下
する傾向が見られた（Fig. 4 のＢ）。オーバー
グラスタイプではＸ線防護眼鏡の裏面におけ
る遮蔽率の中央値は隙間0.7、 1 、2 ㎝の順に
0.73、0.75、0.67となり、統計的に有意な差が

Fig. 4　�レギュラータイプに正面入射した時の隙間の大きさによる遮蔽率の違いを示した図�（Ａ：Ｘ
線防護眼鏡の裏面での遮蔽率、Ｂ：ファントムの左眼表面での遮蔽率）。図中の点は測定値を
示している。また、Min、Q1、Q2、Q3、Maxはそれぞれ最小値、第一四分位数、中央値、第
三四分位数、最大値を示している。

Table 1　�レギュラータイプ並びにオーバーグラスタイプの遮蔽率�（平均値±標準偏差）�をまとめた表。
ｐ値は二つの異なる測定位置での遮蔽率を比較した時のものである。
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あるとは言えなかった（Fig. 5 のＡ）。一方、
ファントムの左眼表面における遮蔽率につい
ては、中央値は順に0.48、0.49、−1.36となり、
統計的に有意な差があるとは言えなかったも
のの、2 ㎝の隙間で遮蔽率が大幅に低下する
傾向が見られた（Fig. 5 のＢ）。

3-3．�隙間の大きさによる遮蔽率の比較（斜
方入射）

　斜方入射時の隙間の大きさによる遮蔽率の
違いをＸ線防護眼鏡の種類別にFig. 6とFig. 7
に示す。
　レギュラータイプに対してＸ線を斜方入射さ
せた時、Ｘ線防護眼鏡の裏面における遮蔽率

Fig. 5　�オーバーグラスタイプに正面入射した時の隙間の大きさによる遮蔽率の違いを示した図（Ａ：
Ｘ線防護眼鏡の裏面での遮蔽率、Ｂ：ファントムの左眼表面での遮蔽率）。図中の点は測定値
を示している。また、Min、Q1、Q2、Q3、Maxはそれぞれ最小値、第一四分位数、中央値、
第三四分位数、最大値を示している。

Fig. 6　�レギュラータイプに斜方入射した時の隙間の大きさによる遮蔽率の違いを示した図（Ａ：Ｘ線
防護眼鏡の裏面での遮蔽率、Ｂ：ファントムの左眼表面での遮蔽率）。図中の点は測定値を示
している。また、Min、Q1、Q2、Q3、Maxはそれぞれ最小値、第一四分位数、中央値、第
三四分位数、最大値を示している。
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の中央値は隙間0.7、1 、2 ㎝の順に0.74、0.76、
0.75となり、統計的に有意な差があるとは言え
なかった（Fig. 6 のＡ）。ファントムの左眼表
面における遮蔽率についても、中央値は順に
0.67、0.69、0.66となり、統計的に有意な差が
あるとは言えなかった（Fig. 6 のＢ）。オーバー
グラスタイプでは、Ｘ線防護眼鏡の裏面におけ
る遮蔽率の中央値は隙間0.7、 1 、 2 ㎝の順に
0.76、0.76、0.76となり、統計的に有意な差が
あるとは言えなかった（Fig. 7 のＡ）。ファント
ムの左眼表面における遮蔽率についても、中
央値は順に0.69、0.68、0.64となり、統計的に
有意な差があるとは言えなかった（Fig. 7 のＢ）。

4 ．考　察

　Ｘ線防護眼鏡の防護効果についてはファン
トムやシミュレーションを用いた手法で推定さ
れているものの、臨床現場でのＸ線防護効果
はこれらの手法で推定された値よりも低くなる
と言われている。その原因の一つとしてＸ線

防護眼鏡が着用者の顔にフィットせずＸ線防
護眼鏡と頬との隙間からＸ線が入射すること
が挙げられている9 、11、14）。本研究ではＸ線防
護眼鏡のフロント部分に一定の大きさの隙間
を空け、正面下方向や左斜め下方向からのＸ
線に対する防護効果を調べた。また、ファン
トムの左眼表面における遮蔽率に加えて臨床
現場で線量計を装着するＸ線防護眼鏡の裏面
での遮蔽率も求め、両者の比較を行った。

4-1．二つの測定位置における遮蔽率の比較
　本研究では両方のＸ線防護眼鏡でファント
ムの左眼表面における遮蔽率の平均値がＸ線
防護眼鏡の裏面での値よりも低くなり、統計
的にも有意な差があった（Table 1）。この結
果は、臨床現場でＸ線防護眼鏡の裏面に線量
計を装着した時に、左眼に入射する線量を過
小評価する可能性を示唆している。先行研究
では臨床現場を模擬したシミュレーションを行
い、患者からの散乱線がＸ線防護眼鏡の下側
の隙間を通って、IVR医師の眼の表面や眼の周
囲組織に入射する様子が示された15）。また、頭

Fig. 7　�オーバーグラスタイプに斜方入射した時の隙間の大きさによる遮蔽率の違いを示した図（Ａ：
Ｘ線防護眼鏡の裏面での遮蔽率、Ｂ：ファントムの左眼表面での遮蔽率）。図中の点は測定値
を示している。また、Min、Q1、Q2、Q3、Maxはそれぞれ最小値、第一四分位数、中央値、
第三四分位数、最大値を示している。
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෦ϑΝϯτϜΛরࣹ͢ΔͱϑΝϯτϜ͔Β発ੜ
͢Δࢄํޙཚઢ͕؟ʹೖࣹ͢Δ͜ͱ͕ࣔ͞Ε
ͨ16 1ɻ�）ɻຊڀݚͰ̭ઢڸ؟ޢͷ͔ܺؒΒ
ೖࣹ͢Δ̭ઢϑΝϯτϜ͔Βͷࢄํޙཚઢ
ʹΑͬͯ؟ࠨද໘ʹ͓͚Δःณ͕̭ઢޢ
Β͑ߟͷཪ໘ͰͷΑΓ͘ͳͬͨͱڸ؟
ΕΔɻ

4-2．�隙間の大きさによる遮蔽率の比較（正
面入射）

ɹϨΪϡϥʔλΠϓͱΦʔόʔάϥελΠϓ
ʹਖ਼໘Լํ6� ͷ˃֯Ͱ̭ઢΛೖࣹͨ࣌͠ɺ
̭ઢڸ؟ޢͷཪ໘Ͱͷःณ�.�͔Β 2 ᶲ
ͷൣғͰःณ͕Լͤͣɺ౷ܭతʹ༗ҙͳ
͕ࠩ͋Δͱ͑ݴͳ͔ͬͨɻҰํɺ؟ࠨද໘
ʹ͓͚Δःณ౷ܭతʹ༗ҙͰͳ͔ͬͨ
ͷͷ 2 ᶲͷܺؒͰःณ͕ஶ͘͠Լ͠ɺ
ෛͷΛͱͬͨ（Fig. 4 、5）ɻ͜Εɺ؟ࠨ
ද໘ʹ͓͚Δઢྔ͕̭ઢڸ؟ޢʹೖࣹ͢Δ
ઢྔΑΓଟ͘ͳΔ͜ͱΛҙຯ͍ͯ͠Δɻຊ
�Ͱ6ڀݚ ͷ˃֯Ͱরࣹͨͨ͠Ίɺ̭ઢ͕
̭ઢڸ؟ޢͷܺؒΛ௨ͬͯ؟ࠨද໘ͷޫܬ
Ψϥεઢྔܭʹೖࣹͨ͠ͱ͑ߟΒΕΔɻ
*73ҩࢣϞχλΛݟͳ͕ΒखٕΛ行͍ɺࢄ
ཚઢ発ੜݯࣼࠨΊલํʹ͋ΔͨΊɺࢄཚઢ
͕ਖ਼໘ํ͔Βೖࣹ͢Δ͜ͱ΄ͱΜͲͳ͍ɻ
͔͠͠ͳ͕Βɺ̭ઢڸ؟ޢͱͱͷܺؒʹ
Αͬͯਖ਼໘Լํ͔Βೖࣹ͢Δ̭ઢʹରͯ͠ः
ณ͕ஶ͘͠Լ͢Δ͜ͱʹҙ͕ඞཁͰ
͋ΔɻͦͷͨΊɺޙࠓ̭ઢڸ؟ޢͷܗঢ়
Λվྑ͠ɺ̭ઢޮޢՌͷ্ʹΊ͍ͯ͘
ඞཁ͕͋ΔɻՃ͑ͯ*73ʹै͢ࣄΔऀʹݸਓ
ͷܗإʹ߹Θ̭ͤͨઢڸ؟ޢͷબண༻
Λଅ͢͜ͱٻΊΒΕΔɻຊڀݚͰϑΝϯ
τϜΛ༻͍࣮ͨݧతͳݕ౼Λ行ͬͨͨΊɺܺ
ؒͷେ͖͞Λ 1 ᶲ͔Β 2 ᶲͷؒͰ͔͘ࡉมԽ
ͤ͞Δ͜ͱ͕ࠔͰ͋ͬͨɻΑͬͯޙࠓγ

ϛϡϨʔγϣϯιϑτΛ༻͍ͯ෦ͷܺؒͷ
େ͖͞ͱःณͷؔʹ͍ͭͯΑΓৄࡉͳݕ
౼Λ行͍͍ͨͱ͍ͯ͑ߟΔɻ

4-3.　�隙間の大きさによる遮蔽率の比較（斜
方入射）

ɹ*73Ͱࢄཚઢ発ੜ73*͕ݯҩࢣͷࣼࠨΊ
લํʹҐஔ͢ΔͨΊɺࣼࠨΊԼ͔Βͷ̭ઢʹ
ର͍ͯ͠ߴޮޢՌΛ༗͢Δ͜ͱ͕ٻΊΒΕΔɻ
ࣼΊԼํ͔Β̭ઢΛೖࣹͨ࣌͠ɺ͍ͣΕͷ̭
ઢٴڸ؟ޢͼଌఆҐஔʹ͓͍ͯɺܺؒͷ
େ͖͕͞�.�͔Β 2 ᶲͷൣғͰःณͷԼ͕
ͳ͑ݴతʹ༗ҙͳ͕ࠩ͋ΔͱܭΒΕͣɺ౷ݟ
͔ͬͨ（Fig. 6 、7）ɻ͔͠͠ͳ͕Βɺޙࠓσʔ
λΛ૿͢͜ͱͰ౷ܭతʹ༗ҙͳ͕ࠩग़ΔՄ
ੑ͕͋Δɻ·ͨɺຊڀݚͰܺؒͷେ͖͞Λ
�.�ᶲΑΓখ͘͢͞Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͔ͬͨɻͦ
ͷͨΊɺܺؒͷେ͖͕͞�.�ᶲະຬͷ࣌ʹःณ
ͷࠐݟ্͕Ίͳ͍͔ݕ౼͢Δඞཁ͕͋Δɻ
Ճ͑ͯɺ̭ઢڸ؟ޢͷαΠυ෦ͷܺؒͷ
େ͖͞Λม͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͔ͬͨɻΑͬͯɺ
̭ઢڸ؟ޢͷαΠυ෦ͷܺؒͷେ͖͞ͱः
ณͷؔݕ͍ͯͭʹ౼͢Δඞཁ͕͋Δɻ͞Β
ʹɺઌ行ڀݚͰࣼΊԼํ͔Βೖࣹ͢Δࢄ
ཚઢ͕̭ઢڸ؟ޢͷඓͯۙͷܺؒΛ
௨ͬͯɺࢄཚઢ発ੜ͔ݯΒԕ͍ํͷਫথମΛ
ඃͤ͘͞Δ͜ͱ͕ࣔ͞Ε͍ͯͨ1�）ɻຊڀݚͰ
ϑϩϯτ෦ʹܺؒΛۭ͚ͯ؟ࠨͰͷःณ
ͷΈΛௐͨͨΊɺޙࠓඓͯ෦ͷܺؒ
ͷେ͖͞ͱःณͷؔӈ؟Ͱͷःณʹ
͍ͭͯݕ౼͢Δඞཁ͕͋Δɻ

5 ．結　論

ɹ̭ઢڸ؟ޢͷԼ෦ͱ෦ͱͷܺؒʹΑͬ
ͯੜ͡Δ̭ઢڸ؟ޢͷޮޢՌͷԼʹͭ
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͍ͯɺ*73ҩ͕ࢣண༻͢Δ͜ͱΛఆ͠ɺ̭
ઢڸ؟ޢͷϑϩϯτ෦ͷܺؒͷ࠷େܘΛ
�.�ɺ1 ɺ2 ᶲͱͯ͠ݕ౼ͨ͠ɻਖ਼໘Լํ6�˃
ͷ͔֯Β̭ઢΛরࣹͨ࣌͠ɺ 2 ᶲͷܺؒͰ
ϑΝϯτϜͷ؟ࠨද໘ʹ͓͚Δःณஶ͠
͘Լͨ͠ɻҰํɺࣼΊԼํ͔Βೖࣹ͢Δ
̭ઢʹର͠ɺ�.�͔Β 2 ᶲͷൣғͰःณͷ
ԼݟΒΕͳ͔ͬͨɻ͔͠͠ͳ͕Βɺܺؒ
ͷେ͖͕͞�.�ᶲະຬͷ࣌ʹःณ্͕͢
ΔՄੑ͕͑ߟΒΕΔͨΊɺݕޙࠓ౼͕ඞཁ
Ͱ͋Δɻ
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JOUeSWeOUJoOBM QSoDeEVSes. 3BEJBU 1SoU 
%osJNeUSZ. 2�14� 162 （3）� 224�22�. 

13）  $IJEB , 5BLBIBsIJ 5 *Uo % eU BM. $MBSJGZJOH 
BOE WJsVBMJ[JOH soVSDes oG sUB⒎�SeDeJWeE 
sDBUUeSeE SBEJBUJoO JO JOUeSWeOUJoOBM 
QSoDeEVSes. "N + 3oeOUHeOoM. 2�11�ɹ1���ɹ
8����3.

14）  1eUSVDDJ $. 3eWJew oG eYQeSJNeOUBM esUJNBUes 
GoS UIe QSoUeDUJoO B⒎oSEeE CZ eZeweBS GoS 
JOUeSWeOUJoOBM Y�SBZ sUB⒎. + 3BEJoM 1SoU. 2�2�� 
4� （2）� 346�3��. 

15）  EB 4JMWB &) .BSUJO $+ 7BOIBWeSe F BVMs N. 
" sUVEZ oG UIe VOEeSesUJNBUJoO oG eZe MeOs 
Eose wJUI DVSSeOU eZe EoseNeUeSs GoS 
JOUeSWeOUJoOBM DMJOJDJBOs weBSJOH MeBE HMBsses. 
+ 3BEJoM 1SoU. 2�2�� 4� （1）� 215�24.

16）  "sBIBSB 5 )BZBsIJ ) (oUo 4 eU BM. 
&WBMVBUJoO oG DBMJCSBUJoO GBDUoS oG 04-% 
UowBSE eZe MeOs eYQosVSe Eose NeBsVSeNeOU 
oG NeEJDBM sUB⒎ EVSJOH *73. + "QQM $MJO .eE 
1IZs. 2�2� � 21 （11）� 263��1. 

1�）  .D7eZ 4 4BOEJsoO " 4VUUoO %(. "O 
BssessNeOU oG MeBE eZeweBS JO JOUeSWeOUJoOBM 
SBEJoMoHZ. + 3BEJoM 1SoU. 2�13� 33 （3）� 64��5�. 

1�）  FeSSBSJ 1 BeDLeS F $BSJOoV & eU BM. .oOUe 
$BSMo sUVEZ oG UIe sDBUUeSeE SBEJBUJoO peME 
OeBS UIe eZes oG UIe oQeSBUoS JO JOUeSWeOUJoOBM 
QSoDeEVSes. + 3BEJoM 1SoU. 2�16� 36 （4）� 
��2�21. 

1�）  .Bo - -JV 5 $BSBDBQQB 1F eU BM. *OqVeODes 
oG oQeSBUoS IeBE QosUVSe BOE QSoUeDUJWe 
eZeweBS oO eZe MeOs Eoses JO JOUeSWeOUJoOBM 
SBEJoMoHZ� " .oOUe $BSMo 4UVEZ. .eE 1IZs. 
2�1�� 46 （6）� 2�44�51.
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母の怪我

ɹࠓΰʔϧσϯΠʔΫ͔Βͣͬͱʹ
ৼΓճ͞Ε·ͨ͠ɻ 4 ݄2�ͷேɺಉ͡Ϛϯ
γϣϯʹॅΉอ݈ࢣͷ༑ਓ（̨͞Μ）͔Β
ͷ༷͍͔͓͕͠ࢠ（݂ѹ͕ଌΕͳ͍ɺإ໘
ന）ͱి͕͋Γ·ͨ͠ɻγϣοΫঢ়ଶͱ
அ͠ɺ͙͢ʹंٸٹΛݺΜͰΒ͍·ͨ͠ɻ
ɹલʹཱ٭ʹͬͯΧʔςϯΛͦ͏ͱ͠
ͯɺޙΖʹΕͯࠊΛڧଧɺ 5 ͭ͋Δࠊͷࠎ
ͷ͏ͪɺҰ൪্ͷୈҰࠊͷͯͬ͜ى͕ંࠎ
͍·ͨ͠ɻసΜͰഎ͕ࠎ௵ΕΔʮѹഭࠎ
ંʯΛԿ͍ͯ͠ݧܦ·͢ɻ͔͠͠ɺࠓճ
͍ߴͱ͜Ζ͔ΒམͪͨͨΊɺંࠎͷఔ͕
͜Ε·ͰΑΓॏͰɺܹ͍͠௧ΈͷͨΊɺι
ϑΝʔʹͣͬͱԣʹͳ͍ͬͯ·ͨ͠ɻ
ɹਫิڅΓͳ͔͍͔ͬͨͤɺᡦ͔Β
ෆશΛثશʹ֦͕Γɺଟଁ͕ەࡉછͨ͠ײ
ͨΒ͢ʮഊ݂ʯ͕ͨͬ͜ىΑ͏Ͱ͢ɻ
ɹഊ݂ͱ͍͑ɺප͔Βഊ݂Λ͜ى
͠ɺ61ࡀͷए͞Ͱ͘ͳͬͨആ༏ͷลప
͞ΜΛ͍ࢥग़͠·͢ɻࠓɺऀྸߴΛத৺ʹ૿
͓͑ͯΓɺࠃͰͷؒࢮ1�ສਓΛ
͑·͢ɻ͕ΜʹΑΔࢮ3�ສਓͰ͔͢Βɺ
ͦͷ 4 ͷ 1 ʹ૬͢ΔॏେͳࢮҼʹͳͬ
͍ͯ·͢ɻ
ɹ̨͞ΜʹՈͷݤΛ༬͚͍ͯ·ͨ͠ɻ͞
ͳ͚Εɺ͕ؔݰΛ։͚Δ͜ͱ͢ΒͰ͖
ͳ͔ͬͨͣͰ͔͢ΒɺؒҰͷͱ͜ΖͰ
ͨ͠ɻΑ͘ɺʮԕ͘ͷଉࢠΑΓۙ͘ͷଞਓʯ
ͱ͍ͯͬݴ·͕ͨ͠ɺ·͞ʹͦͷ௨ΓͰ͢ɻ

6 ݄ʹɺ౦େපӃ͔ΒϦϋϏϦප
ӃʹసӃ͠·ͨ͠ɻՈͷআ͔ΒɺதՈʹ
Շ͍ͰҎདྷͷʮ6�ʯͷߙচͷཧ̨͞
Μʹ͓͍͍ͯ͠ئ·͢ɻ

ɹࢲͳͲɺࣗϚϯγϣϯͷಉ͡ϑϩΞʹॅ
Ήਓͷإ໊લ͔Γ·ͤΜ͔Βɺͷཱ
ͩͬͨΒੜ͖͍ͯͳ͔ͬͨ͜ͱͰ͠ΐ͏ɻ
ɹࠒͷੜ͕׆ɺ͍͟ͱ͍͏ͱ͖ʹӡ໋Λܾ
ΊΔͱ͡ײ·͕͢ɺӡຯํΛͯ͘͠Ε·ͨ͠ɻ
ɹίϩφ͕ऩ·ͬͨظ࣌Ͱ͔ͨ͠Βɺंٸٹ
͙͢དྷͯ͘Ε·ͨ͠ɻ·ͨɺٳͷૣேͰ
ಓ࿏͍͓ͯ͢Γɺ͕ंٸٹ౦େපӃʹண͘
·Ͱʹ1�͘Β͍͔͔͔͠Γ·ͤΜͰͨ͠ɻ
ίϩφ࠷ظͷฏͩͬͨΒɺؒʹ߹Θͳ
͔ͬͨՄੑ͕͍ߴͱ͍ࢥ·͢ɻ
ɹ౦େපӃͰɺ৺ଁපઐ༻ͷूதࣨྍ࣏

（$$6）ʹೖӃ͠·ͨ͠ɻͱͱʮ৺ଁ
หບʯ͕͋Γ·͕ͨ͠ɺࡢͷ۠ຽݕͰɺ
ͦΕ·Ͱͳ͔ͬͨʮ৺ࡉಈʯ͕͔ͭݟΓ·
ͨ͠ɻ৺ଁͷ࣋ප͕ഊ݂ʹΑͬͯѱԽ͠ɺ
৺ଁͷϙϯϓػ͕Լ͢Δ৺ෆશʹͳͬͯ
͠·͍·ͨ͠ɻ͔͠͠ɺ৺ଁͪ࣋͠ɺϦ
ϋϏϦʹྭΜͩ݁Ռɺ � ݄ʹࣗʹΓ·
ͨ͠ɻ
ɹࡏݱɺհޢอݥΛ͍ͳ͕Βɺݩͷಠډੜ
͍ͬͯ·͢ɻͬͱɺҎલͷΑ͏ͳʹ׆
ੜ׆͘͠ͳ͍ͬͯ·͢ɻ͕ऀྸߴոզΛ
͢Δͱେ͖ͳঈΛ͏͜ͱʹͳΓ·͢ɻ
ɹͳ͓ɺ৺ଁʹΊͬͨʹ͕ΜͰ͖·ͤΜɻ
৺ࡉے๔ߴʹԽ͍ͯͯ͠ࡉ๔྾͕·
ΕͳͨΊɺҨࢠͷίϐʔϛε͕͜ىΓʹ͘
͍͜ͱ͕େ͖ͳཧ༝ͱࢥΘΕ·͢ɻ͜ͷ͜ͱ
৺͕࠹ߎےා͍ཧ༝Ͱ͋Γ·͢ɻ
ɹ͋ͷேɺ̨͞Μ͕ෆͨͬͩࡏΒɺͷ໋
ͳ͔ͬͨͰ͠ΐ͏͔Βɺκοͱ͠·͢ɻഊ݂
ʹͤΑɺ৺ଁපʹͤΑɺಥવͷࢮͰɺผ
ΕΛ੯͠Ή͜ͱͰ͖·ͤΜɻ
ɹͦͷɺ͕ΜਓੜͷऴΘΓΛ͔֬Ί߹͏
͚ͩͷؒ࣌Λ༩͑ͯ͘ΕΔපؾͰ͢ɻࢲ
͕ΜͰࢮʹ͍ͨͱ͍ͯͬࢥ·͢ɻ

東京大学医学部附属病院

中川　恵一
コラム

Column
60th
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1 ．はじめに

ɹ2�23 � ݄1�（）ʙ22（ۚ）ͷ 6 ؒɺ
ΠλϦΞ ϏΞϨοδϣ（ϐαۙ߫）ͷΧϯ
ϑΝϨϯεηϯλʔɾϓϦϯγϐʔϊʹͯ
2�UI *OUeSOBUJoOBM $oOGeSeODe oO 4oMJE 4UBUe 
%osJNeUSZ（44%2�）͕։͞࠵Ε·ͨ͠ɻ͜
ͷֶձݻମઢྔܭʹؔ͢ΔֶࡍࠃձͰɺ
FSBODesDo E'&SSJDoઌੜ（ϐαେֶʗΠΤʔ
ϧେֶ）͕େձΛΊΒΕ·ͨ͠ɻ1�65
ʹΞϝϦΧͰ։͞࠵ΕͯҎདྷɺঃʑʹΛ
֦େ͠ɺ 3 ͝ͱʹ։͔Ε͖ͯ·ͨ͠ɻίϩ

φՒͷӨڹͰલճ2�1�ͷౡͰͷ44%1�͔
Β 4 ͿΓͷ։࠵ͱͳΓɺฐࣾલճʹҾ͖
ଓ͖ϓϥνφεϙϯαʔͱͯ͠͠ྗڠ·ͨ͠ɻ
��Βɺ3͔ۀاؔػڀݚճੈքதͷࠓ
໊ͷऀڀݚٕज़ऀ͕ࢀՃ͞Ε·ͨ͠ɻࢀՃ
ऀʹฐࣾεϙϯαʔͱͯ͠ࢧԉ͍ͯ͠Δ

ʮ์ࣹઢϞχλϦϯάʹΔࡍࠃϫʔΫ
γϣοϓʯʹࢀՃ͞Εͨஶ໊ͳઌੜํଟ
͘ɺوॏͳަྲྀͷͱͳΓ·ͨ͠ɻฐ͔ࣾΒ
චऀΛؚΊܭ 5 ਓ͕ࢀՃ͠·ͨ͠ɻ
ɹΦʔϓχϯάηογϣϯͰɺେձͷ͝
ѫࡰͷޙɺࣾͷҪ্͔Βεϙϯαʔѫࡰ
Λ͍ͨ͠·ͨ͠ɻ

図 1　弊社からの参加者（一番左が筆者）

20th International Conference on
Solid State Dosimetry （SSD20）に参加して

大洗研究所　長谷川　涼
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2 ．口頭発表

2.1．招待講演
ɹ֤ΛϦʔυ͢Δ͔ऀڀݚΒ1�݅ͷট
ԋ͕行ΘΕ·ͨ͠ɻߨ
ɹຊ͔ΒɺۚۀେֶͷԬా߽ઌੜ͕

ʮ5Ie RVesU GoS Oew 31- NBUeSJBMs BOE 
QossJCMe BQQMJDBUJoOs JO SBEJBUJoO EosJNeUSZʯ
ͱ͍͏λΠτϧͰߨԋ͞Ε·ͨ͠ɻ͜ͷߨԋͰ
͜Ε·Ͱ͞ڀݚΕͨ3BEJoQIoUoMVNJOesDeODe

Β͔ྉʹ͍ͭͯհ͞Εɺͦͷࡐ（-31）
ड़Β͍ͯͭʹੑͷํࡧྉ୳ࡐ-ͷ31ޙࠓ
Ε·ͨ͠ɻ
ɹ4$, $&N（ϕϧΪʔ）ͷFJMJQ 7BOIBWeSe
ઌੜʮ5Ie QossJCJMJUJes oG NBDIJOe MeBSOJOH 
GoS WBMJEBUJOH QeSsoOBM EosJNeUSZ SesVMUsʯͱ
͍͏λΠτϧͰɺϞʔγϣϯΩϟϓνϟͱϞϯ
ςΧϧϩγϛϡϨʔγϣϯΛͨͬඃ͘ઢྔ
ਪఆʹ͍ͭͯߨԋ͞Ε·ͨ͠ɻͲͷߨԋඇ
ৗʹڵຯਂ͍༰͔ΓͰͨ͠ɻ

2.2．一般講演
ɹҰൠߨԋ � ͭͷτϐοΫεʹ͔Εͯ行
ΘΕ·ͨ͠ɻ

˔  BBsJD 1IZsJDBM 1SoDesses

˔  .BUeSJBMs
˔  *OsUSVNeOUBUJoO
˔  %eUeDUoSs
˔  .oOJUoSJOH BOE %eUeDUJoO
˔  %osJNeUSZ GoS .eEJDJOe � BJoMoHZ
˔  %ose 3eDoOsUSVDUJoO BOE %BUJOH
ɹଟ͘ͷؒ࣌ଳͰ 2 ձʹ͔Εɺ߹�6݅ܭ
ͷߨԋ͕行ΘΕ·ͨ͠ɻಛʹ*OsUSVNeOUBUJoO
ͱ.oOJUoSJOH BOE %eUeDUJoOͷτϐοΫε͕
ଟ͘ɺͦΕͧΕ21݅ɺ22݅ͷߨԋ͕͋Γ·
ͨ͠ɻຊֶձͰ౷తʹʹΑͬͯ発͢Δ
Λଌఆ͢Δ5IeSNoMVNJOesDeODe （5-）ޫܬ
ʹؔ͢Δ発ද͕ΜͰ͋Γɺࠓճଟ͘ͷ発
ද͕͋Γ·ͨ͠ɻҰํͰɺฐࣾͷΨϥεόο
δͷଌఆٕज़Ͱ͋Δ31-์ࣹઢྔʹԠͯ͡
৭͕มΘΔήϧઢྔܭͳͲ૿͖͓͑ͯͯΓɺ
ֶձͷ発లੑΛ͡ײ·ͨ͠ɻ
ɹ%osJNeUSZ GoS .eEJDJOe � BJoMoHZͷ͋Δ
ηογϣϯͰ 5 ݅ͯ͢ͷߨԋ͕F-"4) 
SBEJoUIeSBQZʹؔ͢Δ発දͰͨ͠ɻF-"4) 
SBEJoUIeSBQZ4�(Z�sΛ͑Δઢྔͷύϧ
εΛরࣹ͢Δྍ࣏๏ͰɺΞϥχϯઢྔܭখ
ͷάϥϑΝΠτΧϩϦϝʔλɺϓϥενοܕ
ΫγϯνϨʔλͳͲͰͷઢྔଌఆ͕ࢼΈΒΕ
͍ͯ·ͨ͠ɻ
ɹචऀͷ発ද（ޙड़）ʹ ؔ࿈ਂ͍தੑݸࢠਓઢ
2�22O$* 04%"63&ݧࢼൺֱޓ૬ࡍࠃͷܭྔ
ʹ͍ͭͯͷ発ද 2 ݅͋Γ·ͨ͠ɻ

3 ．ポスター発表

ɹϙελʔηογϣϯҎԼͷ 5 ͭͷτϐο
Ϋεʹ͔Εͯ1ܭ�ճ（ 1 τϐοΫε͋ͨΓ
2 ճ）行ΘΕɺ12�݅ͷ発ද͕͋Γ·ͨ͠ɻ
ฐ͔ࣾΒ্ڀݚһ͓Αͼɺචऀ͕ϙε
λʔ発දΛ͠·ͨ͠ɻ

図 2　オープニングセッションでのスポンサー挨拶
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˔  *OsUSVNeOUBUJoO
˔  .BUeSJBMs
˔  BBsJD 4DJeODe BOE NoEeMMJOH
˔  BJoNeE BOE EBUJOH
˔  .oOJUoSJOH BOE EeUeDUJoO
ɹ্ڀݚһ͔Βʮ&WBMVBUJoOs oG BBsJD 
$IBSBDUeSJsUJDs oG $B404  GoS 3BEJo QIoUo�
MVNJOesDeODe %osJNeUSZʯͱ͍͏λΠτϧ
Ͱ発ද͠·ͨ͠ɻ͜ͷڀݚۚۀେֶͱ
ΔͷͰ͋Γɺ$B404͍ͯ͠ࢪΛ࣮ڀݚಉڞ

ͷ31-ݕग़ثͱͯ͠ͷઢྔઢੑɺΤωϧ
Ϊʔಛੑɺ࣌ܦมԽಛੑݧࢼͷ݁Ռʹ͍ͭͯ
ใ͠ࠂ·ͨ͠ɻ$B404 ͜Ε·Ͱ5-ݕग़ث
ͱͯ͠ڀݚɺ࣮༻Խ͞Ε͖ͯ·͕ͨ͠ɺۙ
31-ಛੑ༗͢Δ͜ͱ͕໌Β͔ʹͳΓɺ৽ͨ
ͳ31-ݕग़ثͱ࣮ͯ͠༻Խ͕ظ͞Ε͍ͯ
·͢ɻ࣮༻Խʹ͚ͯͷ҆ఆੑऔѻ
͍ํ๏ͳͲ·ͩ·ͩ՝͕͋Γ·͢ͷͰɺҾ
͖ଓ͖ڀݚΛਐΊ͍͖ͯ·͢ɻ
ɹචऀ͔Βʮ1eSGoSNBODe oG QeSsoOBM OeV�
USoO EosJNeUeS wJUI 1"%$ CBseE oO *40 
21��� �1 � 2�21ʯͱ͍͏λΠτϧͰ発ද͠·
ͨ͠ɻதੑݸࢠਓઢྔܭͷ࠷৽֨نͰ͋Δ*40 
21����1�2�21ʹɺฐࣾ8N1（1"%$ɿQoMZ BMMZM 
EJHMZDoM DBSCoOBUeΛݕग़ثͱͯ͠༻）͕ద
߹͍ͯ͠Δ͜ͱΛใ͠ࠂ·ͨ͠ɻ·ͨɺ*$36 
3eQoSU�5Ͱࣔ͞Εͨ৽ͨͳࢉΛ༻͍
Ͱͷద߹ੑධՁͷ݁ՌͱɺͦͷରԠ࣌ݱͨ
৮Εɺฐࣾ8N1ͷ༏ҐੑΛΞ͍ͯͭʹࡦ
ϐʔϧ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ࣭ٙԠͰ

ʮଞࣾͷ1"%$ͱԿ͕ҟͳΔͷ͔ʯͳͲͷ࣭
Λଟ͍͖ͨͩ͘·ͨ͠ɻۙɺւ֎ͷ1"%$
Ͱٙࣅϐοτ͕ଟ͘ɺதੑ͕ࢠೖࣹ͍ͯ͠
ͳ͍ʹ͔͔ΘΒͣ༗ҙઢྔ͕ใ͞ࠂΕΔ͜
ͱ͋ΔͨΊɺඇৗʹؔ৺͕͍ߴϙΠϯτͷΑ
͏Ͱͨ͠ɻ
ɹ·ͨɺ*$36 3eQoSU�5ͷࢉมߋʹΑ

ΔӨڹʹ͍ͭͯͷϙελʔ発දฐࣾҎ֎ʹ
ݟड͚ΒΕɺணʑͱকདྷʹ͚ͯ४උΛ͠
͍ͯΔಈ͖͕ݟΒΕ·ͨ͠ɻ

4 ．企業展示

ɹฐࣾΛؚΊͯ � ࣾͷ͕ۀاలࣔΛ行͍ͬͯ
·ͨ͠ɻలࣔձϙελʔձͱซઃ͞Ε
͓ͯΓɺؒ࣌ܜٳʹϙελʔͱలࣔΛݟΔ
ݟՃऀͰଟ͘ͷਓ͕ू·Γɺใऩूɺҙࢀ
発ʹͳ͞Ε͍ͯ·ͨ͠ɻ׆͕ަ 4 ʹ

図 3　ポスター発表を行う上野研究員

図 4　ポスター発表中の筆者
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లࣔΛ行͍ͬͯͨεϙϯαʔۀاͷͨΊͷ
ηογϣϯઃ͚ΒΕ·ͨ͠ɻϓϥνφε
ϙϯαʔͰ͋Δฐࣾ3�ͷؒ࣌ͪ࣋Ͱ௰ຊ
ࣾһ͔ΒۀاհɺΨϥεઢྔܭ8N1ͳ
ͲͷͷϓϨθϯςʔγϣϯΛ͠·ͨ͠ɻ

5 ．イタリアの街並みと食事

ɹֶձؒظதඒ͍֗͠ฒΈͱ͓͍͍͠ྉཧ
Λָ͠Ή͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻձͷ͋ΔϏΞ
Ϩοδϣதւʹ໘͢ΔϦκʔτͱͯ͠
Α͘ΒΕΔ֗Ͱ͋Γɺ 2 ݄ʹ行ΘΕΔ
Χʔχόϧࡍࠃతʹ༗໊Ͱ͢ɻֶձؒظ
όΧϯεͷ͕ظ࣌ऴΘͬͨޙʹؔΘΒͣɺ
ਫணͰαοΧʔΛָ͠Ήগͷ࢟ɺ٬ޫ؍

ଟ͘ΈΒΕɺʹ͗Θ͍Λ͍ͯͤݟ·ͨ͠ɻ
ɹιʔγϟϧϓϩάϥϜͱͯ͠ 4 ʹϏΞ
Ϩοδϣ͔ΒΫϧʔζધʹΓɺʹ͋Δ
ϦϰΟΤϥͷνϯΫΤɾςοϨΛ๚Ε·ͨ͠ɻ
νϯΫΤɾςοϨΠλϦΞޠͰʮ 5 ͭͷʯ
ͱ͍͏ҙຯͰٸͳࣼ໘ݶΒΕͨฏʹ 5 ͭ
ͷଜ͕ங͔Ε͍ͯΔւ؛Ԋ͍ͷҬͰ͢ɻ
1���ʹϢωείͷੈքҨ࢈ʹొ͞Ε
͍ͯ·͢ɻνϯΫΤɾςοϨ·Ͱͷಓதͮؾ
͔͵ർΕ͕͋ͬͨͷ͔ɺધਲ͍ͱઓ͏͍͠ݫ
ҠಈͰͨ͠ɻͦΕͰɺ౸ண͢Δͱඒ͍͠ܠ
৭ʹײಈ͠ɺࡦࢄΛָ͠Ή͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ
ɹ 5 ʹΧϯϑΝϨϯεσΟφʔ͕։࠵
͞ΕɺࢀՃऀʹόΠΦϦϯͱϐΞϊʹΑΔ
ඒ͍͠ԻָͱΠλϦΞͷ͓͍͍͠ྉཧ͕ৼ
ΘΕɺ༏խͳؒ࣌Λա͝͠·ͨ͠ɻ

図 5　弊社の展示ブース

図 6　会場近くのビーチ 図 7　チンクエ・テッレの街並み
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ɹ·ͨɺΠλϦΞͷྉཧͱ͍͑ύελϐ
βͰ͕͢ɺΓࡏதͦΕΒΛ৯͢ػձ
͕ଟ͋͘Γ·ͨ͠ɻͦ ΕʹՃ͑ɺϏΞϨοδϣ
ւʹ͍ۙ֗ͷͨΊ͔γʔϑʔυϨετϥϯ
ଟ͘ݟΒΕ·ͨ͠ɻ͍ͣΕͷྉཧઈͰɺ
චऀͷޱʹ߹͏ͷ͔ΓͰͨ͠ɻ

6 ．おわりに

ɹਓੜͰॳΊͯͷֶࡍࠃձͰͷ発දͱ͍͏͜
ͱ͋Γɺऴۓ࢝ு͓ͯ͠Γ·͕ͨ͠ɺຊʹ
ؒظΛ͍͖ͤͯͨͩ͞·ͨ͠ɻ४උݧܦॏͳو
͔ΒۤखͳӳޠΛʮಡΈʯʮॻ͖ʯ͓ͯ͠Γ·

͕ͨ͠ɺݱʹ行͘ͱʮฉ͘ʯʮ͢ʯͱͳΓɺ
ͳ͔ͳ͔͏·͍͖͘·ͤΜͰͨ͠ɻͦΕͰຊ
ֶձͰɺฐࣾͷઢྔܭͷ༏ҐੑΛΞϐʔϧ͢
Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨͱ͓ͯ͡ײΓ·͢ɻ͜Ε͔Β
৽نઢྔܭͷ։発͓ΑͼࡏݱαʔϏε͍ͯ͠
Δઢྔܭͷੑҡ࣋ʹΊΔͷͪΖΜͷ͜
ͱɺੵۃతʹֶձ発දΛ行͍ɺઢྔ͓ܭΑͼ
ઢྔଌఆͷ発లʹ͍ͯ͘͠ݙߩॴଘͰ͢ɻ
ɹঘɺ࣍ճͷ44%21 2 ޙͷ2�25 6 ݄
ʹϝΩγί ϝΩγίγςΟͰ։͞࠵ΕΔ༧
ఆͰ͢ɻ
ɹޙ࠷ʹͳΓ·͕͢ɺຊֶձʹࢀՃ͢Δʹ͋
͓ͨͬͯੈʹͳΓ·ͨ͠օ༷ʹँײਃ্͠
͛·͢ɻ

図 9　会場前での集合写真

図 8　カンファレンスディナー
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サービス部門からのお願い

変更連絡方法についてご協力お願いします

　平素はガラスバッジサービスをご利用くださいまして、誠にありがとうございます。

　測定依頼いただきました封筒やGBキャリーの中に、コメントが書かれた付箋が入って

いることがございます。付箋は剥がれやすいため、輸送中に線量

計や依頼書から外れてしまうことがあります。付箋による変更等

のご連絡はご遠慮くださいますようお願いいたします。ご面倒で

も“測定依頼票”の通信欄にご記入いただくか、「ガラスバッジ

Webサービス」からお手続きいただきますよう併せてお願い申

し上げます。

小山　重成（こやま　しげなり）
ɹ � ݄͔ΒฤूҕһΛഈ໋͠·ͨ͠খࢁͰ͢ɻত56 3 ݄ʹೖࣾ͠ 5 େચ
Ͱೖࣾ42ࠓͷϑΠϧϜόοδͷඪ४রࣹʹྭΜͰ͍·ͨ͠ɻ࣌ɺۈʹॴڀݚ
ͱͳΓ·͕͢ɺདྷ 4 ݄ʹɺΨϥεόοδཱྦྷ͕ܭ 1 ԯݸʹͳΔʹཱͪձ͑
Δػձʹܙ·Ε͍ͯ·͢ɻͲ͏ͧΑΖ͓͍͍ͨ͘͠͠ئ·͢ɻ

東元　周平（とうもと　しゅうへい）
͜ͷFBNewsฤूҕһΛഈ໋͍ͨ͠·ͨ͠ɺΞΠιτʔϓϝσΟΧϧۀࣄຊ෦ ࣄ

ίϯαϧ෦ͷ౦ݩपฏͱਃ͠·͢ɻ
ɹฏ 5 ೖࣾҎདྷɺํͷӦۀॴۈΛ༷ͯܦʑͳ͓٬༷ͱͯ͠ࢀΓ·ͨ͠ɻ
͜ͷݧܦΛ͔͠׆ҰਓͰଟ͘ͷ͓٬༷ʹ༗ӹͳใ͕ఏڙͰ͖ΔΑ͏ඍྗͳ͕Β
Ί͍͖ͤͯͨͩ͞·͢ɻͲ͏ͧΑΖ͓͍͍ͨ͘͠͠ئ·͢ɻ

丸山百合子（まるやま　ゆりこ）
ɹӦاۀը՝ʹॴଐ͍ͯ͠·͢ɻʮϑΠϧϜόοδχϡʔεʯͷ࣌ʹฤूҕһΛΊͯ
͍·ͨ͠ɻ
ɹࡏݱຊࢽͷࣄهࠂΛ୲͍ͯ͠·͕͢ɺ͠ٱͿΓʹࢽ໘࡞ΓʹࢀՃ͢Δ͜ͱ
͕Ͱ͖ϫΫϫΫ͍ͯ͠·͢ɻ
ɹΈͳ͞·ʹͱͬͯ༗ӹͳใΛ͓ಧ͚Ͱ͖ΔΑ͏ྗ͍ͨ͠·͢ɻͲ͏ͧΑΖ͘͠
ਃ্͛͠·͢ɻ͍ئ͓
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編 集 後 記

サービス部門からのお願い

˔ֶੜԠԉاըɺࠓճ͔Βͷ৽͍͠اըͰ͢ɻॳΊͷϖʔ
δʹاըͷझ͕ࢫड़ͯ͋ΔΑ͏ʹɺࣨڀݚͷ୲ڭһͷ
मͷͱʹେֶӃੜͳͲͷֶੜʹࣥච͍ͯͨͩ͜͠͏ͱ͍
ͳ͕Βਐ͠ޡࡨ行ࢼམͪண͔͘ʹܗըͰ͢ɻͲͷΑ͏ͳا͏
ΊΔํͰ͢ɻ

ɹࠓճɺ౦େֶେֶӃҩֶڀݚܥՊͷ์ࣹઢֶࠪݕͷ
ํʑͷใࠂͰ͢ɻۙ࠷ɺ*73ͷ̭ઢʹΑΔਫথମͷඃ͘ઢ
ྔཧʹؔͯ͠*$31ͷࠃ͕ࠂק๏ྩʹऔΓೖΕΒΕɺͦ ͷ
ڸ؟ޢͷޮՌΛৄࡉʹଌఆͨ݁͠ՌͷϨϙʔτͰ͋Γ·͢ɻ
ܺؒͳ͘ڸ؟ޢ͔͚ͳ͍ͱ͍͚ͳ͍͜ͱ͕͔Γ·ͨ͠ɻ

˔ʮ44%2�ʹࢀՃͯ͠ʯɺΠλϦΞͷϏΞϨοδϣ（ϐαͷ
ࣼౝͷۙ߫）Ͱ։͔ΕͨݻମઢྔܭͷࡍࠃձٞʹࢀՃͨ͠
େચڀݚॴͷ୩ྋ͞ΜͷใࠂͰ͢ɻ᷂ઍాςΫϊϧ
͔ΒҪ্ࣾΛؚΊͯ 5 ਓ͕ࢀՃ͠ɺεϙϯαʔͱͯ͠
ͷࣾͷ͍͋ͭ͞ͱଞ 2 ਓ͕発ද͞ΕͨΑ͏Ͱ͢ɻಛʹ
୩͞Μɺࠓճ͡ΊͯͷࡍࠃձٞͰͷ発දͩͬͨΑ͏

Ͱɺ発ද͢Δ·Ͱ૬ʹۓு͞ΕɺऴΘͬͨޙղ์ײ
Ͱཱྀ行Λָ͠ΜͰདྷΒΕͨ͜ͱ͕͑·͢ɻ

˔தઌੜͷίϥϜʮͷոզʯΛಡΜͰɺଞਓ͝ͱͰͳ͍
ͱ͍ࢥ·ͨ͠ɻօ͞Μ͕͍͍྆ʹͳ͍ͬͯΔํଟ͍
ͱ͍ࢥ·͢ɻ͢Ͱʹ͕྆ଞք͞Ε͍ͯΔํɺࣗࣗ
ͷΛҊͣΔࠒͱ͠·͢ɻࣗࣗंٸٹʹ 2 ճ͓ੈ
ʹͳͬͨ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ 1 ճɺࠨ͕Ϛώͯ͠ಈ
͚ͳ͘ͳΓɺԿͱ͔ిΛ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͯɺंٸٹΛݺͿ
͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ 2 ճɺཱͭͱ;Βͭ͘ͷͰɺগ͠ٳ
Ίճ෮͢Δ͔ͳͱ৸͍ͯΔ͜ͱʹ͠·ͨ͠ɻࠓશʹ
ཱͯͳ͘ͳΓɺྡਓͷॿ͚͕ඞཁʹͳΓ·ͨ͠ɻΕͷϚϯ
γϣϯʹಠΓॅ·͍͍ͯ͠Δͱʨԕ͘ͷଉࢠΑΓۙ͘ͷଞਓʩ
ͱݴΘΕͨΑ͏ʹɺ͍ΘΏΔձͷศརͳੜ׆ͱཪෲʹߟ
͑ͤ͞ΒΕΔίϥϜͰͨ͠ɻ

Θ͘͠ͳΓ·͢ɻྑ͍Λ͓ܴ͑ͩͥ͘ؾͰͳʹ͔ͱࢣ˔
͍͞ɻ （ଜ وඒ）
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－禁無断転載－　定価400円（本体364円）　　

測定依頼をするときのお願い
　平素より弊社のガラスバッジサービスをご利用いただきまして、誠にありがとうございます。
次のような場合には、ご依頼の際に測定依頼票へのご記入をお願いいたします。

・線量計を特別な環境や条件下で使用した………
・使用期間に変更があった…………………………
・今回1回限りの使用者がいた……………………このような時には
　通信欄へ「お客様コード」「整理番号」「ご使用者名」「線量計の
種類」「装着部位」をご記入ください。
　使用期間の変更は、実際に使用した日付をご記入ください。
　特別な環境等でのご使用は、内容をご記入ください。（左図をご
参照ください）
・管理区域等への入域がなく使用しなかった……
・退職、業務変更等にて中止したため使用しなかった……このような時には
　使用しなかった場合でも、線量計は必ずご返却ください。
・予備の線量計を使用した…………………………このような時には
　実際にご使用になった方の「お名前」「フリガナ」「性別」「生年月日」
「装着部位」「職種」をご連絡ください。ガラスバッジWebサービス
の「線量計お届者名簿」をダウンロードしてご記入いただくと便利です。
　また、ガラスバッジWebサービスでは、実使用者の情報を直
接入力できる「予備用線量計のご使用者登録」がございますので、
併せてご利用ください。

2099/09/01 - 2099/09/30

千代田テクノル診療所

放射線科

千代田　太郎　様

03-3816-5210

5 3

千
代
田

お客様コード：123-4567-890　整理番号：
001　使用者：千代田 太郎　線量計の種類：
FS　装着部位：胸　使用期間：9/1～9/20
カバンに入れたまま、空港の保安検査を通過
しました。
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